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情報処理様式からみた知的行動に関する最近の研究
　　　　　　　　　　　　能カからプロセスヘ

前川　久男

　最近の知能研究は，認知心理学の進歩と共に，知能を能力というよりプロセスとして研究しようとする

傾向が強くなってきている。そ．こで本報告は，そうした研究と同一の方向をもった，J．P．Dasらの研究の

レビュウーをするとともに，それの問題点を考察することを目的とした。彼らの研究は，精神遅滞児及び

学習障害児などの認知処理における特徴を明かにしてきていると言えるが，課題の問題などから，発達的．

な観点からの研究が不十分であり，また治療教育に結び付ける上で個人の特徴把握が困難なことが問題点

として上げられた。
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　はじめに

　コンピュータの進歩と密接に関連しながら発展

してきた近年の認知心理学は，情報処理モデルに

基づいた認知のプロセスモデルを展開し検証して

きている。そうした認知心理学の進歩は，知能研

究の動向にも大きく影響を与えてきている。L．B．

Resnick（1981）は知能研究のニュールックとし

て，1）知能予測の道具を完備するより，知能を

明らかにすることへ焦点イヒすること，2）知能や

才能を認知過程や現実の学習過程の用語で特徴づ

けるような考え方，3）認知処理能カの記述が，

単に標準的な教授の場での成功や失敗を予測する

よりも，どうしたら全ての個人にとってもっと有

効に教授する基礎となりうるかを重視する，とい

う三つの研究動向が現れてきたと述べている。ま

た本論文でレビューするJ．P．Das（1984）も，こ

れからの個人の認知機能をテストする検査が備え

るべきものとして，1）能力の水準を知ることが

できる，2）個人によって達成された能力の基礎

となるプロセスを測定することができる，3）能

力の水準及びプロセスから治療と訓練のプログラ

ムに関する処方せんを作ることが出来る，という

三点を挙げている。

　これらは，知能を能力としての構成概念として

より，認知プロセスから追求しようとする動向を

示すものである。すなわち，知能検査の結果現れ

る知能の個人差を，各検査を遂行するにあたって

必要とされる認知的な処理過程から考えていこう

とするものである。こうした研究上の動向の変化

は，知能障害児・学習障害児・自閉症児などの知

能を考える上で，また治療教育にとって重要な示

唆を与えるものと思われる。

　そこで本論文は，そうした知能研究における動

向と研究の方向を一にしているJ．P．Dasらによ

る情報処理過程からの知能障害児及び学習障害児

に関する研究をレビューし，今後の研究上の問題

点を検討すると共に，それらに関連した研究にも

ふれる。

　1．J．P．Dasらの情報処理過程に関する

　　　モデル

　1972年，J．P．Dasは，Zig1erら（！969．1971）

による発達仮説（精神遅滞児を単に発達の遅れと

考え，精神年齢が同じ普通児と同じように多くの

認知課題をこなすはずだとし，違いが現れるとす

れば認知以外の要因によるものだとする仮説）に

対して，もし認知レベルが劣っていることが情報

処理のやりかた，課題解決の方略の結果だとする

ならこの発達仮説は再検討される必要があると考

え，精神年齢で統制した遅滞児群と普通児群の間
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の課題遂行レベルとプロセスの両方の違いを検討

する必要があると考えた。そこで，Jensen（1970）

のいう知能のレベルIの課題（単純な記憶課題）

と，レベルIIの課題（推理課題）を精神遅滞児と

普通児にあたえ，その結果を因子分析した結果，

二つの因子が見いだされた。両レベルのどの課題

においても有意に精神遅滞児が劣っていたが，記

憶課題が推理課題より差が大きいということはな

かった。そして，因子への負荷のしかたの違いか

らプロセスの違いを推理しようとしたのであるが，

各因子がどのようなものであるのかについて検討

すると，記憶課題と推理課題が各因子に対応して

おらず，Jensenのモデルでは説明できないことが

わかったのである。そこで，彼は各課題が要求し

ている情報処理様式がどのようなものであるかを

考える上で，ルリアの脳損傷患者の臨床観察に基

づく神経心理学的研究から導き出された，外界か

らの刺激を符号化する場合，同時統合と継次統合

という処理様式が存在するとするモデルが適切で

あるとした。

　ここで，Dasらが理論的基礎を置いたLuriaの

神経心理学的モデルの概要をとらえておく必要が

ある。Luriaのモデルの基本的な部分はDasと彼

の共同研究者により各々の論文の中に引用されて

いるので（Ashman＆Das，1980；Das，1972；Das，

Kirby＆Jarman，1975；Das＆Cummins，1978），

それらの引用をもとに要約する。

　Luriaは，脳に高次精神機能の機能システムの

局在を認め，三つの主要な機能的ユニット（ブロッ

ク）に分割している。第一ブロックは，覚醒と注

意の機能系で，脳幹上部，脳幹網様体及びある程

度辺縁系皮質，海馬より成る。第ニブロックは，

情報統合にとってもっとも重要だと考えられる，

外界からの情報の入力と符号化，そして貯蔵を含

むユニットであり，後頭，頭頂，及び前頭一側頭

領野より成る。第三の機能系は行動をプログラミ

ングし，調整，制御の機能の単位で，前頭前部に

位置する。

　またLuriaは，情報統合に於ける障害を第ニブ

ロックで述べた皮質の部位に対する損傷と関連さ

せている。すなわち，頭頂一後頭領野における損

傷は，空問定位ができない，記憶によって空問的

な位置を再構成できない，構成失行，左右の区別

ができない，計算操作できない（位取り，くり上

がり，くり下がり），論理一文法関係（例えば，父

の兄）比較構文および空間に関する前置詞構文が

理解できないという障害が現れる。そして，これ

らの障害された課題は，具体的空問的課題から，

象徴的（「準空問的」）課題にわたるが，全て，構

成要素を同時的に概観可能な全体にまとめ，そう

した全体から関係性を抽出するという基本的情報

処理操作が存在することを示しており，Luriaは

それを同時統合と呼んだ。また，前頭一側頭領野

の損傷によって，両手の交互開閉いくつかの運動

系列の再生，算数課題（計算の際に数え足しや引

き）ができない等の障害が現れるとしており，こ

れらの課題は，情報を連続的な系列として情報を

統合することが重要となる課題である。連続的な

系列として統合された情報は，いつどの時点でも

全体を見渡すことはできず，構成要素を連続的に

活性化することにより情報を取り出し処迫するこ

とができる統合の様式である。Luriaは，この情報

統合の様式を継次統合と呼んだ。

　Dasは，このLuriaのモデルから，普通児，精

神遅滞児の結果から抽出された第一因子は，レイ

ブンズプログレッシブマトリックスがマーカー検

査となっており，空問的な関係性を抽出すること

を要求する課題’で，同時統合の因子であるとし，

第二因子は聴覚再生課題がマーカー検査となって

おり，継次統合の因子であるとした。そして，両

群の各課題にたいする，各因子で同定された処理

の使い方の違いが，成績の違いをもたらしており，

精神遅滞児は課題解決に最適と考えられる処理様

式を使わないため同じ精神年齢であるにもかかわ

らず，成績が劣るのではないかとした。

　この研究から，その後，Dasは共同研究者と共

に，Luriaのモデルに理論的基礎を置いたが，次の

理由から，より一般的な認知処理モデルとして神

経心理学的モデルをそのままあてはめるのは，問

題があると考えた（Das，1984）。即ち，臨床的検

査が非臨床的母集団の広範な機能の探求に適切で

あることはまれであり，また逆に，正常な認知処

理過程を引き出すために改良されてきた検査を，

それらの処理過程を確認するために臨床的母集団

に実行することも不適切な面を持つためである。

そこで，彼らは正常な様々な年齢を含む母集団や，

文化的な背景の異なる母集団，社会経済階層の異

なる母集団について，二つの処理様式を測定する
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マーカー検査を同定すると共に，常に両因子が普

遍的に安定して出現することを確認することを課

題とした。

　その結果，年齢や文化的背景を越えて，また知

能水準を越えて，安定して同時と継次の両因子が

抽出され，二つの情報処理様式は，普遍的に存在

するものと考えられた（Das＆Mo1Ioy，1979；

Das，1973）。そして，安定して各因子に負荷する

課題が，テストバッテリーとして選ばれた。

同時処理課題

1）Ravens　Co1oured　Progressive　Matrices：

Raven（1956）によって発展させられたカルチャー

フリーな知能テストとして広く使われているもの

で，視覚的なパターンの弁別の正確さや，視覚的

なパターンの問の関係の類推が要求される。

（図1）

2）Memory　for　Desヰgns：GrahamとKendaIl

（1960）によって発展されたこの検査は，15の単

純な直線の模様を記憶し再生する課題である。

（図2）

3）　Figure　CoPying：119とAmes（1964）によつ

て作られたもので，10の幾何学的図形を模写する

ものである。

（図3）

継次処理課題

1）Seria1Reca11：聴覚的に提示された単語の系

列の再生課題。

1　　　　　　　　2

△

4　　　　　　　　　　　5

8　　　　　　　　　　　9

命　嵩
ユO　　　　　　　　　　ユ1

∠」　口

13　　　　　　　　　　ユ4

Σ□　目

12

ユ5

Fig．2．　Memory　for　Degigns検査のた

　　めの15の模様

　　　　（Graham＆Kendal1．1960より）

○十　口 △
1

【）［レ国）

目…1◇ ◇

Fig．1．　　Raven’s　Co1oured　Progressive

　　Matrices

　　　　（Raven，J．C．1956より）

Fig．3．

　　形

Figure　Copying検査のための図

（11get，a1．　1964より）
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2）Free　RecaI1：1）と同じ系列を再生の順序に

関係なく採点するもの。

3）Digit　SpanForward：WISC－Rの数唱問題。

4）Visua1Short－tem　Memory：12の項目から

なりマトリックスに5つの数字が書いてある。そ

れを記一慮し再生させる課題。

（図4）

　彼らは，これらのテストの各因子に対する負荷

の違いはテストに対する被験者群の情報処理の違

いであり，またそれが成績の違いを生み出すとし

た。

　これらの因子分析研究から，Dasらは，四つの

基本的なユニットからなるモデルを提案している

（Das，Kirby，＆Jarman，1975；Ashman＆

Das，1980；Das，　1984）。その四つのユニツトと

は，刺激入力，感覚登録（Sensory
RegistratiOn），中枢処理ユニット，及び出カユ

ニットである。

（図5）

　刺激は，外部，内部，の何れかの感覚受容器に

提示される。その際，入力は，同時的，あるいは

継次的な提示となる。しかし入力の感覚様相や提

示の仕方により中枢処理が決まるのではない。刺

激は，感覚登録され，登録された刺激が中枢処理

ユニットヘ送られる。中枢処理ユニットは，三つ

の主要な構成要素を持っている。それらは，1）

同時処理構成要素，2）継次処理構成要素，3）

意志決定とプランニングの構成要素である。同時，

継次の処理構成要素は刺激を同時的に符号化した

り，継次的に符号化したりするものである。刺激

をどの様に符号化するか，あるいは処理するかは

プランニングの機能であるが，そのプランニング

も符号化された情報に基づいており，符号化とプ

ランニングは相互依存的なものと考えられている。

そして，出カユニットには，やはり同時的な出力

と継次的な出力があるとしている。

　このモデルで提案された中枢処理ユニットのプ

ランニングについては，Ashman，AとDas
（1980）が，同時及び継次処理とは独立した因子

としてのプランニングを抽出し，同時及び継次処

理との関連を追求しようとした。彼らは，前頭葉

損傷患者において障害されることが確認されてき

ている課題を，12才の子供に，同時及び継次のマー

カー検査とともに実施した。プランニングの課題

として実施したものは以下の課題である。

1）視覚的探索課題，（数字や文字が画面にランダ

ムに配置され，画面の中央のターゲットを探索す

る）1Teuber，Battersby＆Bender（1949）

E灯帥ML1岬uf　　　　　　　｝刊OOOF
　　　　　　　　　　P爬51≡…一＾fIo■
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REαSTR＾TION

9
7 1

ST1MULUS

CI≡1，lTRAL　PROCESSWG　　sl”此一州E0us

PL州N1NG一一一一一一づ一一一一一一一　曲

翰　　．レ．．、．．残ダ
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R坐㌔一串一争一ドALL
・y・i・　P・oj・・to・　　　p・oj・・to・
activated　change　time　　　　change　time

Fig．4．　VisualShort－temMemory検

　　査のマトリックスと検査手続き

　　　　（Das，Kirby＆Jarman，1979よ

　　り）

Fig．5．　Dasらによる情報処理モデル

　　　　（Das，Kirby＆Jarman，1979よ
り）
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2）Trai1Making　Test（テスト用紙にランダム

に配置された数字や文字をある規則に従ってつな

げてし）く）：Armitage（1946）

3）作文（絵の叙述）：Luria（1973）

4）Verba1F1uency　Task（特定の語頭音を持つ

単語をできるだけ多く思い出す）

　その結果，同時及び継次とは独立した因子とし

てこれらの課題が抽出され，プランニングが中枢

処理の構成要素として符号化とは独立して存在す

ることが確認された。

　以上のような過程で，展開されてきたDasらの

情報処理モデルは，まとめると次の基本的命題を

含んでいる（Das，1984）。

　a．同時，継次，及びプランニングの情報処理

　　過程は，認知の三つの水準，知覚，記憶，及

　　び概念的水準の全てで生じる。

　b．同時及び継次処理様式は，階層的なもので

　　はない。

　C．しかしながら，同時処理，あるいは継次処

　　理のいずれかが発達的に早く出現するかもし

　　れないし，両者は同一の発達パターンをたど

　　るとは限らない。

　d．同じ課題が，同時的にも継次的にもアプ

　　ローチされる可能性を持つ。

　　　これは，子供の，1）どちらかの処理様式

　　における能力の問題や，2）両様式の十分な

　　能カを持つ場合は習慣的な処理様式，3）あ

　　るいは数示による課題要求の変化などの相互

　　作用によって決まる。従って，Dasらが一連

　　の論文で強調しているように，このモデルが

　　情報処理の二つの様式の個人差の測定にとっ

　　て有効であることを仮定していることから，

　　このことは重要な意味を持つ。

　e．同時処理は，継次処理と同様，言語情報に

　　も，非言語情報にも作用する。

　f．同時処理，継次処理はどの感覚受容器を通

　　して提示された情報にも作用する。

　9．プランニングは，プランと方略の産出と選

　　択，意志決定，及び意志，プランの実行を含

　　む。

　h．プランニングと，符号化は相互依存的であ

　　る。

　2．精神遅滞児者における認知処理過程

　精神遅滞児の，認知課題の遂行レベルを情報処

理過程と関連付て追求することを本来目的にこの

情報処理過程に関するモデルが作られ研究されて

きており，精神遅滞児における認知処理過程の特

徴が明らかにされてきている。

　Dasらは，軽度，中度，重度の各知能水準の精

神遅滞児をそれぞれ対象とし，また病因にもとず

いて，ダウン氏症候群と脳損傷群，原因不明群に

分け各々の群の特徴を検討している。更に，この

認知処理過程と子供のいくつかの能力との関連が

調べられており，言語理解及び言語表出と両処理

様式（Ashman，1982a，b），作業能力検査と両処理

様式（Snart＆Swam，1982）などが検討されて

いる。

　精神遅滞児を対象とした研究をみると，軽度

（Das，1972；Jarman，1978），申度および重度

（Ashman，1982a，b，c；Snart，OGrady，＆Das，

1978）を被験者としたどの研究にもおいても，同

時符号化と継次符号化の両因子は，普通児者と同

様に現れることが示された。即ち，精神遅滞児に

おいても同時符号化処理と継次符号化処理という

基本的な処理様式が機能しているということであ

る。では，なぜ精神遅滞児が多くの認知課題にお

いて，普通児との問に差を示すことになるのであ

ろうか。

　このことをみるのにプランニングのマーカー検

査を含んだ研究の結果が重要な意味を持つ。Das

とCummins（1978）は軽度精神遅滞者（13－15才）

に同時と継次のテストバッテリーとWISC，読み

と書きのテスト，算数のアチーブメントテスト，

二項目及び三項目の演えき課題を実施し，同時及

び継次の各因子と読みの因子が抽出された。この

研究で特に重要な結果は，演えき課題が，高校生

の普通児に於ては，同時処理に負荷していたが，

軽度精神遅滞児においては継次処理に負荷してい

た。このことは，彼らがこの課題解決に於て継次

処理の方略を使用していることを示唆しており，

多分問題を系列的な入力された情報として保持す

ることにのみ集中したためではないかと考えられ

た。この様に，より複雑な問題においては，普通

児と軽度精神遅滞児との問には採用する処理様式

の違いがあらわれ，これはプランニングの機能と

関連するのではないかとDζsらは推論している。
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そして，実際にプランニングの検査を含めると，

境界線の知能を持つ子供の結果（Ashman，1978）

と同様に中度の精神遅滞児（Snart，OGrady，＆

Das，1978）においても，プランニングを含む三つ

の因子が現れたが，プランニングのマーカー検査

である視覚探索課題が同時符号化の因子にもかな

りの負荷を示していた。また，中度及び重度の精

神遅滞児を被験者とした実験をAshman（1982a，

1983）が行い，中度及び重度児の場合，プランニ

ングのテストバッテリーは主に同時符号化の因子

に負荷し，この被験者群においては，刺激を符号

化するのに多くの“認知的エネルギー”を必要と

され，軽度精神遅滞者においては時問は長くかか

るが遂行可能な視覚探索課題も遂行することがで

きなくなることを見いだした。以上のように，精

神遅滞児においては，符号化処理を行うのに困難

を示すため，より複雑な課題においては，組織化

され統合されたプランの形成と遂行ができないた

め課題遂行が悪くなると考えられる。符号化処理

の困難性については，符号化がスムースにできな

いと言うことと，更にAshman（ユ983）やDas

（1979）は，精神遅滞児においては，提示された

刺激の感覚様相と符号化処理が，まだ未分化であ

ることが指摘されている。Das（1979）は，「知能

の水準が下がるにつれて，認知的処理は感覚様相

に特異的なものとなる可能性がある。」（p．312）

と述べている。病因との関連では，Snartら（1982）

は中度精神遅滞のダウン症児，脳損傷児，及び原

因不明児をサブレグループとして，各符号化の

マーカー検査とプランニングのマーカー検査を実

施した。その結果，病因による分析で，ダウン症

児群が，脳損傷児群より有意に同時及び継次の因

子得点が低いという結果がみられた。特に，ダウ

ン症児群は，単語の系列再生課題と数唱課題に於

て両群と比較すると，有意に劣っていた。因子得

点においても，継次符号化の因子得点がより低得

点であり」，ダウン氏症候群には特に継次処理の問

題があることが示された。．

　次に，’これらの情報処理過程と他の能力との関

連を調べる。先ず，言語に関する能力との関連で

は，Ashman（！982a，b，c）は，言語の理解と表

出を統語上の複雑さから評定し，また関係表現（時

問，空問関係を現す前置詞など）の理解と表出を

評定するとともに，同時と継次の符号化のマー

カー検査を実施した。その結果は，第一の因子は

継次処理のマーカー検査と言語能力に関する変数

が負荷しており，精神遅滞児における二つの言語

能力と継次処理能力の関連が示唆された。また，

第二因子は同時処理によって定義されるが，この

因子に関係を表現する言語の受容と表出の評定が

いくぶん負荷していた。このことから、Ashman

は中度及び重度の精神遅滞児の言語にとって継次

処理が基本的に関与しており，継次的処理が十分

されている場合に初めて同時処理による関係的な

ものの理解・表現へと進むのではないかと考えた。

このことは，中度及び重度の精神遅滞児の言語指

導を考える上で重要な意味を持っていると考える。

　職業能カとの関連では，SnartとSwam（1982）

は軽度精神遅滞者（平均年齢23）に職業上の成功

を予測する上で重要な指標であるとされるワーク

サンプルの成績と情報統合モデルによるマーカー

検査を実施し両者の関連をみた。その結果，同時，

継次，プランニングの因子が導き出され，ワーク

サンプルの成績は，継次処理の成績と関連が深い

ことが分かった。

　以上のように，精神遅滞児における情報処理の

特徴は，同時及び継次処理過程は存在するが，そ

れらが刺激の感覚様相と結び付いた形で機能して

おり，課題要求に合うような白由度がないと言え

よう。また，ダウン症児を考えた場合には，特に

継次処理における問題があると言える。

　3．学習障害における認知処理過程

　学習障害に関する研究では，主に読みの障害を

対象として研究がなされてきている。平均的な読

み能力を持つ子供とそうでない子供との比較をし

た初期の研究では（Leong，1974），障害のある読

み能力の子供は同時及び継次の両方の処理過程で，

平均的な読み能力の子供より劣っていることが見

いだされている。読みに障害のある子供は，数唱

課題や系列的な聴覚再生課題で成績が悪かった。

これは，従来これらの継次処理課題と考えられて

きた課題が，普通の読み能力を持つ子供と障害を

持つ子供を区別する良い指標になりうるとされて

きたことからすれば，当然のことと考えられる

（Torgen，1978．1982）。しかしながら，Leongの

障害を持った被験児群は，Memory　for　Designs

やFigure　Copyingの同時処理の課題においても

平均的な読み能力を持つ子供より劣っていたので

ある。その後，Das，Snart，andMuIcahy（1982）
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の研究においても，プランニングの課題も含め同

時，継次の両処理様式が劣っていることが確認さ

れたのである。Leongの研究では，読みにおいて

二学年遅れた子供を対象としているのだが，Das

らの研究では，それほど遅れていない子供を被験

者としており，その場合には，より読みの遅れの

大きい子供では，継次処理課題がより悪いと言う

ことが見いだされた。読みの障害を持つ子供は，

継次処理の障害を持つが，彼らが言語性の課題で

もまた動作性の課題でも障害を持つことからする

と同時処理の障害も持つ可能性はあると考えられ

る。

　読みと同時及び継次処理との関係に関する初期

の研究においては，読みの理解において両方が関

係しており，同時処理は読みの理解のより進んだ

レベルと関連していることが見いだされてきてい

る　（Das，Kirby，and　Jarman，1979）。

　CummminsとDas（1977）は，読みのより低い

レベルでは継次処理過程が重要であるが，適切な

語い能力と読みが要求されるより高次のレベルで

の読みには同時処理が要求されることが明らかに

されてきている。

　学習障害児とくに読みの障害を持つ子供の継次

処理の問題に関する研究をレビューした
Torgesen（1978．1982）は，読みの障害を持つ子

供は継次処理の能カに限界があるのか，それとも

継次処理の能力はあってもそれをなんらかの理由

で読みにおいて継次処理を使用できないのか，ど

ちらであるか不明であるとしている。しかしなが

ら，Dasらの研究では継次処理・同時処理がとも

に問題であり，更に情報符号化の処理において適

切な方略が取られないことも問題となっている。

このことは，読み障害の子供の語いや統語規則，

意味規則の不適切な知識と結び付いている。継次

処理が読みの獲得の初期段階においては，決定的

な重要性を持つということは繰り返し示されてき

ている（Das，Snart，＆　Mu1cuhy，1982；

Torgesen，1978）。

　したがって，Dasらは学習障害児は同時あるい

は継次処理の特異的な問題を持つ子供と考えてい

たが，今後学習障害とくに読みの障害については，

学習障害児のこのモデルからの類型化をおこない

各類型のより詳細な分析が必要であると考えられ

る。

　4．今後の研究一に残された間題

　Dasを中心として報告されてきている研究をレ

ビューしてきたが，ここで今後に残された問題点

を考察することにする。

　彼らの研究において特に重要な目的は，精神遅

滞児をはじめとする，多くの障害児の問題をそめ

情報処理過程の特徴と関連付けて明らかにし，そ

れらのプロセスの測定から個々の子供の治療教育

の指針を導き出すことであった。彼らは，読みの

障害を持つ子供や，精神遅滞児にプロセスを訓練

することを通して読みや言語の能力を改善するこ

とを狙った訓練も行ってきており，一定の成果を

上げてきている（Das，Snart，＆Mu1cuhy，1982；

Krywaniuk，1974；Kaufman，1974；Ashman，

1983）。しかしながら，彼らの研究においては，群

としての子供の特徴はとらえられてきているが，

個々の子供の特徴を掴むためには因子得点からみ

なければならず，個人の特徴把握が困難であり，

治療教育へのつながりを明確にしていく上でも今

後に残された問題点であると考えられる。さらに，

彼らの研究は，主に小学生以上の年齢段階の児童

を対象としてきており，精神遅滞児では12才以上

の対象児であり，より年齢の低い子供を対象とし

た発達的な研究がない。これは，彼らの使用して

きたテストバッテリーとも関連していると考えら

れる。しかし，重度の精神遅滞児を対象とし，か

れらの問題にアプローチするためには，幼児期の

段階からの発達研究からの知見が重要であり，今

後の課題となるであろう。

　以上の二点の問題と関連するのは，最近新しい

知能検査として出版されたA．KaufmanとN．

Kaufman（1983）によるKaufman　Assessment

BatteryforChi1dren　（K－ABC）である。この

検査は，主にDasらの考えに基づき，同時と継次

処理のプロセスを2才半から12才半までの子供に

ついて測定できる，課題からなっており，さらに

2ヶ月ごとに各下位検査を評価点にするnormを

持っていることから，個人の特徴を容易に把握で

き，治療教育へ結び付けやすくなっている。今後，

この検査の低年齢での課題を使用していくことに

より，発達の問題にもアプローチできると思われ

る。

　また，この論文では，訓練に関するレビューは

していないが，どの様な治療教育が可能なのか，

また実際にどの様に行われているかについては，
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Summary 

f ro m 

Current Researches on Intelligent Behavior 

The View Point of Information Processing 

-from Ability to Process-

Hisao Maekawa 

Mode 

With the advance of cognitive psychology, current researches on intelligence tend to 

approach intelligence from processes rather than abilities. Then, the purposes fo this report 

were to review and discuss on the studies dy J . P. Das and his colleagues , which take the same 

approach to intelligence as the current studies. 

By their studies, the properties of cognitive processing in mentally retarded children and 
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learning disabilities became clear to some extent. However, I pointed out the following 

problems that need to be studied in future . 

1 ) How do the simultaneous and successive coding develop in childhood ? 

2 ) By what means can we grasp a property of cognitive processing in individual ? 
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